
「「堂々川；ホタルと花と砂留と・Ⅱ」 
 
２０２４（令和６）年３月２０日 堂々川ホタル同好会情報紙 2023 年度第１１号（創刊 227 号） 
1. ３月定例会は３月１７日　１６名が参加されました。  
2.  ２月、３月前半、堂々川ホタル同好会の主な出来事。 
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      6 番砂留の草木の伐採      会長鳶が迫出口付近の草刈り    

     
     

 
      

 
 
     

 
                            
         

      

     ４ .　次回の定例会 

4 月 21 日（日曜日）集合場所 1 番砂留東  ８：００~１１：００ 
作業内容：川原残りの積み残した部分の草刈り整備と砂留の整備。ごみ拾い 

 ５．発行責任者  堂々川ホタル同好会 会長 中山晋一 
 ６. 会の活動を行う為保険に入ります。参加される人４月１７日までにライン調整さんへ 

 

雨雲が迫っている空の下で、作業を行いました。今回17日の作業は百働会跡地周囲、蔦
が迫砂留下流土手，新１番砂留下流川の中、堂々川河原・道路のゴミ拾い、５・６番砂
留草取・整備、寒水寺登り口付近枯れ木の片付けです。45㍑ゴミ袋半分とビニールバッ
クの投げ捨てがありました。３月６日ホタル同好会は福山元気大賞　地域一丸部門　で
いただきました。中山会長　乘藤副会長が御野小学校での表彰式に参加し、頂いた表彰
状の披露をされました。２月１６日　土肥顧問が御野小学校で六年生約３０人に自作の
郷土史年表を教材にした授業を行いました。２月６日発行の中国新聞福山・尾三面ピー
プル欄『地元の災害　年表に刻む』の見出しで御野村郷土史年表の改訂版が完了した記
事が掲載されました。

作業ミーティング 福山元気大賞　地域一丸部門 表彰状

ゴミ拾い５番砂留整備 不法投棄のカバン

5番砂留下方の斜面の整備寒水寺登り口付近枯れ木の片付け蔦が迫砂留整備



『『ホタルと花と砂留と』 

光陰矢の如し会を創立したのが 2004 年 6 月、設立は 2006 年 4 月と綴ったのが会報 
216 号でした。会報の 1 号は 2006 年 5 月創刊で会報の名前が「ホタル恋」（ホタルよ沢山

飛んでくれという願いが入っています）あれから約 18 年当時の事務局長は 3 代目の会長と 
して活動も昨年引退、中山会長に引継ぎました。その間に発行した会報が 1 号から 226 号

迄よく続いたものです。 
 そして今回 227 号より御野学区平野地区の森井さんが引継ぎ発行されます。よろしくお

願いしますと同時に掲載可能な情報の提供もお願いいたします 
 

 

 

 

 
 大正 4 年の 5 番砂留                小学生と彼岸花の球根植栽 

 

 

 

 
    ２００９年３月 堂々川公園上のごみ              昨年の 5 番川原 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎年のようにテレビに出演しています          会報創刊時の「ホタル恋」1 号 

                            

  2011 年には同好会乗っ取り計画も勃発しましたがそれも乗りきり、福山で年間 1 万人が来訪

された観光地になりました。小学生と共に活動するごみナシ運動も続けて欲しいと思います！ 

 

 

会の活動名


